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1 はじめに

本研究における，チーム戦略シミュレーション
ゲームは，複数の敵と敵の数よりも少ない自律キャ
ラクタが相手を倒していき，どちらかのチームの
全員倒れるまで続けられるシミュレーションゲー
ムである．
図 1は，本研究のチーム戦略シミュレーション

ゲームの様子を映したものである．チーム戦略シ
ミュレーションゲーム内では自律キャラクタは白
い丸で表され，敵は黒い丸で表されている．敵も
自律キャラクタもお互いに隣接した場合のみ攻撃
することができる．また，矢印は矢印の先が攻撃
をしている状態を示しており，+の状態になった
場合は倒れたことを示している．
このようなチーム戦略シミュレーションゲーム

において，自律キャラクタが効率よく協調して敵
を攻撃していく機構を作る．

2 協調攻撃機構の試作

2.1 協調攻撃機構が達成すること

本研究の協調攻撃機構は協調して効率よく敵を
攻撃していくことができる．図 2では，一番上の
段にいる自律キャラクタと二段目にいる自律キャ
ラクタが二段目にいる敵を挟んで攻撃をしている．
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図 1: チーム戦略シミュレーションゲーム

一番上の自律キャラクタは左側から攻撃を受けて
いるが，敵を挟んで攻撃した方が効率が良いと判
断して攻撃をしている．
また，敵と敵を壁にしてもう一体の敵を隣接さ

せないことにより，隣接している時でしか攻撃で
きないというルールを利用して，受けるダメージ
を少なくしている．
また図 3では，はじめは分担して敵を攻撃して
いるが敵を挟む形になると一体の敵に絞って攻撃
を集中させるようにしている．一方でまた図 4で
は、敵を挟んで攻撃できる状態になっているが逆
に敵に挟まれる形にもなるので挟まれて攻撃され
る状態を避けるために左側の自律キャラクタは後
退している．
このように，本研究の協調攻撃機構では敵から

の攻撃をできるだけ少なくし、敵への攻撃をでき
るだけ多くなるように協調して効率よく攻撃して
いる．
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図 2: 協調攻撃機構 1

図 3: 協調攻撃機構 2

図 4: 協調攻撃機構 3

3 結論

今回の協調攻撃機構は，チーム戦略シミュレー
ションゲーム内で協調して効率よく敵を攻撃して
いく．この協調攻撃機構では敵に囲まれた場合は，
敵から集中して攻撃を受けないように挟まれる状
況を回避したり，敵を集中して攻撃できる状況の
時はそちらを優先して攻撃したりするような協調
攻撃機構である．今後は [1]や [2]をもとにより効
率の良い協調攻撃機構にする．
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